
ここが
ポイント
です！

防草型境界ブロックは、ブロックと
歩道側舗装部分とのかみ合わせに
より、隙間ができにくい形状の為、
雑草の繁殖を防ぎます。

境界ブロックと歩道側舗装
部分に隙間ができ、雑草の
種子が入り繁殖していました。

一沢コンクリート工業株式会社

防草型境界ブロック 雑 草 防 止 工 法

雑草防止工法の特徴

NETIS（国土交通省技術情報提供システム掲載商品） 登録番号KT-160069-A
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二次製品の周囲に繁茂する雑草の成長を強力に阻止します！

●NETIS登録から10年以上掲載済みです。
●雑草をなくすことで、景観が良くなり、道路環境の改善になります。
●維持管理に要する草刈り費用を削減できます。
●施工性は従来と同じで、舗装材の新設施工や撤去工事等も従来と同じ要領で行えます。
●歩車道協会ブロックのＪＩＳ形状をそのまま確保しているので、車の衝撃荷重に対しても強いうえ

下幅が広いので安定性が向上します。
●雑草防止工法の突起は植物の成長を確実に止める効果があります。また、舗装部が突起としっかり

かみ合うため、舗装がひび割れたり、ずれたりしない効果があります。

発注：奥州市役所
件名：下川原別当線歩道新設工事 施工日：2017.12

施工後2年07ヶ月経過



片面R
片防草タイプ

取扱品目 （当社取扱い一例）

一沢コンクリート工業株式会社

【本社営業所】

【盛岡営業所】

【八戸営業所】

〒028-0041 岩手県久慈市長内町第31地割6番地1

TEL (0194)52-3311 FAX(0194)52-3312

〒020-0146 岩手県盛岡市長橋町34番7号

TEL (019)613-3304 FAX(019)613-3305

〒039-2241 青森県八戸市大字市川町字下田堺4番3号（おいらせTIK内)

TEL (0178)38-8020 FAX(0178)38-8020

雑草防止工法の構造

【雑草防止工法】は製品の一部をカット、または張り出させてその水平部の中央に突起を設けた
構造になっており、その効果は次の三つです。

①コンクリート二次製品とアスファルトがかみ合い、隙間を作らないので雑草は生えにくくなります。

②アスファルト下から雑草がコンクリート面とアスファルト面の間を伸びるとしても突起部があり、
その伸長を許さない構造になっています。

③コンクリートとアスファルト部分に種が入って成長しかけたとしても、下の乾燥したコンクリートに
よって根が成長することができません。
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歩車道境界ブロック C型（H300）
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寸　法　( mm )

H200-T250 基本型

H200-T200 基本型

呼び名 重量
(kg)

855

1045

※その他LS３は以下の製品も取り扱っております。（T200、T２５０可能です。）

参考重量 260kg 参考重量 272kg 参考重量 302kg 参考重量 313kg

・M２乗り入れ 及び 切り下げ
・M3乗り入れ 及び 切り下げ
・デリネーター

ご要望頂ければ、いろいろな製品をご検討できますので、お問合せをお待ちしております!


